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平成２２年度
一般会計・事業計画
主な事業実施計画など

・ようこそサロンへ　　～有明サロン（有明町）～
・ボランティア育成講座のご案内
・ボランティア活動保険加入助成のご案内
・まっ、よくいやんせ「カビ撃退法」
・地上デジタル放送の受信機購入等の支援について
・介護保険知っ得！　介護保険のサービス利用の費用は？
・心配ごとがありましたら…
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平成 22 年５月26日発行

志布志市の福祉・ボランティア情報紙

写
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か
の
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ば
ら
園
に
て
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社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
少

子
・
高
齢
化
の
進
行
や
雇
用
悪
化
に
よ

る
格
差
社
会
の
拡
大
、
国
及
び
地
方
財

政
の
悪
化
な
ど
社
会
構
造
が
大
き
く
変

容
す
る
中
、
鹿
児
島
県
は
全
国
に
先
行

し
て
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
行
し
、

本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
率
は
29
．

８
％
の
超
高
齢
社
会
に
直
面
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
よ
り
、
住

民
の
社
会
ニ
ー
ズ
は
一
層
多
様
化
、
複

雑
化
が
進
ん
で
お
り
、
行
政
と
共
に
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
「
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
団
体
」
と

し
て
、時
代
の
変
革
を
的
確
に
と
ら
え
、

そ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

市
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
福
祉

を
取
組
む
公
共
性
の
高
い
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
、
介
護
保
険
・
障
害
者
自
立

支
援
制
度
に
お
い
て
も
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
を
受

け
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
共
に
、
自
立
支
援
、
介
護
予
防

を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
従
来
か
ら
の
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
の
事
業
を
一
層
推
し

進
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
等

の
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、

市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
参
加
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
青
少
年
に
対

す
る
福
祉
教
育
、
権
利
擁
護
事
業
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
、
法
人
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
な

が
ら
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
平
成
22

年
度
は
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
各
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1 法人運営の基盤強化
2 地域福祉の推進
3 介護保険事業・障害者自立支援事業の取り組み
4 自主財源の確保
5 福祉サービス利用支援事業基幹的社協としての取り組み

平成 22 年度　事業計画

主な事業実施計画
Ⅰ　法人運営部門Ⅱ　地域福祉活動推進部門

① 法人全体の運営
　・�組織体制の見直しに伴う諸規程の整備を行
い、指揮命令系統を明確化し、法令遵守の法
人経営、介護保険事業経営を目指す。

② 財務・人事管理等の組織管理マネジメント
　・�本所、支所を含めた人的交流を推進し、事務
事業の協働化と情報の共有化推進する。

③ 理事会・評議員会・監事会等の開催
④ 本所・支所施設の管理運営
　・�指定管理を受けている志布志市健康ふれあい
プラザ（本所）、志布志市市民センター（有明
支所）、志布志市老人福祉センター（松山支所）、
志布志市老人憩の家（松山支所）を社会福祉
協議会の活動拠点とし、地域に開かれた交流
施設として、市民に親しまれる施設となるように
健全な管理運営に努める。

⑤ 社協会費の効率的運用
　�　本会の活動の趣旨に賛同していただいた市民、
団体、法人等の会員加入促進を図り、会費の使
途については、会員の期待に応えるよう効果的に
運用し、事業実績等を会員に情報公開していく。

① 福祉のまちづくり事業
　・社協事業説明会の開催
　・住民ニーズ調査の実施（アンケート調査）
② 近隣福祉ネットワーク活動の推進
　・近隣福祉ネットワーク会議の開催
　・地域福祉システムづくり推進会議の開催
　・ネットワーク協力員研修会
　・地区社協ネットワーク推進会議への参加
　・緊急連絡カードの配備
　・地域福祉支援システムによる情報の一元化（本所・各支所）
　・福祉マップの作成
　・一人暮らし高齢者の集いの開催支援
　・地区社協（校区公民館）との連携強化、運営費助成
　・高齢者ふれあいサロンの拡充、自主的活動の支援
③ ボランティア活動センター事業
　・一般ボランティア育成講座
　・教職員ボランティア育成講座
　・ワークキャンプ事業（サマーボランティアスクール）
　・福祉作文・絵画コンクールの実施
　・ボランティアまつり（ボランティア推進大会）の開催
④ 共同募金運動への協力
　・志布志市共同募金委員会の設立
⑤ 日本赤十字事業への協力
⑥ 福祉団体への支援

基

重

本
方
針

点目標
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平成 22 年度　一般会計予算

Ⅲ　福祉サービス部門Ⅳ　在宅福祉サービス部門
① 相談機能の充実
　・心配ごと相談所の設置

（志布志本所、有明・松山支所）
　・心配ごと相談員研修の実施
　・�福祉サービス苦情受付、解決窓口の開設、第
三者委員による解決体制の確立

② 福祉サービス利用支援事業
　・専門員設置による円滑な事業推進
　・福祉サービス利用支援員への指導援助
　・県社協、各関係機関との連携
　・各事業所へのサービス利用の周知強化
③ 各種資金貸付事業
　・生活福祉資金貸付事業
　・法外援護資金貸付事業
④ 研修、教育
　・職場内研修の企画
　・�外部研修への積極的
参加

　・�社会福祉実習の積極
的受け入れ

① 高齢者対策事業
　・敬老訪問の実施（白寿、100 歳以上）
　・金婚式の開催
　・認知症サポーター養成研修会
② 在宅支援事業
　・寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
　・介護者相互交流事業
　・高齢者等への歌の宅配事業
　・福祉機器（特殊寝台、車イス）貸与事業
③ 障害者支援事業
　・障害者自立支援事業への取り組み
　・障がい者戸外ふれあいの 1日
④ 食の自立支援事業
⑤ 介護サービス事業の事業体制の整備
　・居宅介護支援事業（志布志・有明事業所）
　・訪問介護事業（志布志・有明事業所）
　・訪問入浴介護事業（有明事業所）
　・通所介護事業（志布志事業所）
　・介護サービス事業情報公開への対応
⑥ 生活支援事業の推進
　・生きがい対応型デイサービス事業（志布志事業所）
⑦ サービスの質の向上
　・福祉サービス苦情相談窓口の設置
　・介護サービス事業従事者の研修

補助金

60,553

25％

その他

20,000

9％

介護保険

87,116

36％

人件費

171,936

72％

事業費

29,838

12％収 入
226,148 千円

（単位：千円）

支 出
239,705 千円

（単位：千円）
受託金

22,789

10％



〜
有
明
サ
ロ
ン(

有
明
町)

〜

　

今
回
は
４
月
の
集
い
に
参
加
し
た
有
明

サ
ロ
ン
（
有
明
町
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

会
場
は
有
明
小
学
校
運
動
場
と
隣
接
し

窓
を
開
け
る
と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
、
四
季
折
々
の
景
色
も
楽
し
め
る

環
境
に
あ
る
青
少
年
会
館
で
す
。
広
い
畳

敷
き
の
部
屋
に
ミ
ニ
の
折
り
た
た
み
椅
子
が

準
備
し
て
あ
り
、
足
腰
の
弱
い
人
も
楽
に
過

ご
せ
る
よ
う
な
配
慮
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

演
奏
な
し
の
歌
か
ら
始
ま
り
、
皆
さ
ん
歌

集
片
手
に
時
に
は
タ
ン
バ
リ
ン
や
太
鼓
で
調
子

を
取
り
な
が
ら
次
々
に
唄
い
、
お
腹
の
底
か

ら
声
を
出
し
楽
し
ん
だ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
指
導
の
も
と
手
旗
信
号

を
織
り
込
ん
だ
ダ
ン
ス
や
身
体
を
大
き
く
動

か
す
踊
り
を
参
加
者
は
楽
し
み
ま
し
た
。

　

歌
の
合
間
に
水
分
補
給
の
大
切
さ
を
伝
え
、

さ
り
げ
な
く
お
茶
を
す
す
め
、
飲
み
な
が
ら

利
用
者
間
の
語
ら
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
語
ら

い
な
ど
思
い
思
い
時
を
過
ご
し
、
満
足
気
な
様

子
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
顔
も
に
こ
や
か
で
し
た
。

利
用
者
は
「
こ
こ
に
来
て
皆
と
語
る
こ
と
で
元

気
を
も
ら
う
」「
参
加
者
が
少
な
く
な
る
の
が

淋
し
い
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
参
加
す
れ
ば
い

い
の
に
」「
会
場
ま
で
来
る
の
に
不
便
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
こ
れ
な
く
な
る
の
か
な
」

な
ど
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
話
で
は
、
い
つ
も
は
参
加
者
も
多
く
に
ぎ
や

か
で
あ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
利
用
者
も
高
齢
に

な
っ
て
き
て
、
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
も
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
日
は
利
用
者
５
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
、

社
協
職
員
と
講
師
の
12
名
で
、
心
か
ら
唄
い
笑

い
、
そ
し
て
身
体
を
動
か
す
午
前
の
時
間
を
共

に
過
ご
し
ま
し
た
。
一
日
誰
と
も
会
わ
ず
話
も

し
な
い
日
を
過
ご
し
て
い
る
人
も
増
え
て
き
つ
つ

あ
る
と
い
い
ま
す
、
高
齢
者
等
の
集
う
場
が
も
っ

と
身
近
に
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
人
と
の
出
会
い
か
ら
多
く
元
気

を
も
ら
っ
た
サ
ロ
ン
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も

笑
顔
で
そ
し
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
し
ま
す
。

「♪憧れのハワイ航路の曲に
合わせて…身体もシャキッ」

「三度笠をかざし、
決めポーズ！」

　ボランティア活動に興味のある方を対象にボランティア育成講座を開催します。興味がある講座のみ
の参加でも構いません。ボランティアの輪、友達の輪を広めてみませんか！参加お待ちしています。
場所：志布志市健康ふれあいプラザ　　定員：30 名　　申込〆切り：６月８日㈫

ボランティア育成講座

◦ 志布志本所（健康ふれあいプラザ）	 ☎４７２−１８００
◦ 松山支所（老人福祉センター）	 ☎４８７−２００１
◦ 有明支所（市民センター）	 ☎４７４−０３１０

＜お申込・お問合せ先＞
志布志市社会福祉協議会
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回 開催予定日 内　　容 講　師　名

1 6 月 12 日㈯
9:00 ～ 11:10

・ボランティア活動について
・木の実で楽しく工作 ( １回目 )

・社会福祉協議会
・馬場興市氏

2 6 月 19 日㈯
9:00 ～ 11:10 ・木の実で楽しく工作（２回目） ・馬場興市氏

3 6 月 26 日㈯
9:00 ～ 12:10

・救急車が来るまでに！心肺蘇生法・AED
※３時間受講生は普通救命修了証交付

・大隅曽於地区消防組合
　南部消防署

4 7 月 3 日㈯
9:00 ～ 11:10 ・描いてみよう絵てがみ（１回目） ・三浦芳子氏

5 7 月 10 日㈯
9:00 ～ 11:10

・想いを込めた一枚を送ってみよう♪
　　　絵てがみ ( ２回目 ) ・三浦芳子氏

6 7 月 17 日㈯
9:00 ～ 11:30

・皆でボランティア活動を語ろう会
・閉講式 ・社会福祉協議会



　志布志市社会福祉協議会（志布志市ボランティアセンター）では、ボランティア活動中の事故・災害等を幅広
く補償する「ボランティア活動保険」の加入受付を行っております。
　助成期間中に申請いただくと、一人当たり掛金の内100 円を社会福祉協議会が助成いたします。

【加入申込者 ( 加入 ) できる方】
　・個人ボランティア又はボランティアグループ、ＮＰＯ法人またはその所属の無償ボランティア。
　※ただし、社会福祉協議会にボランティア登録又は委嘱されていることが必要。

【補償内容】
　・活動中の様々な事故によるケガや賠償責任を補償します。
　・活動には活動のための学習会または会議等も含みます。
　・活動場所と自宅との往復途上の事故も補償の対象となります。
　※自宅以外の場所から出発する場合は、その場所と活動場所の途上となります。

【ボランティア活動保険補償期間】
　平成 22 年４月１日午前０時 ～

平成 23 年３月 31 日午後 12 時まで
【社協助成期間】

　平成 22 年４月１日 ～
平成 22 年６月 30 日まで

・保険加入時にボランティア登録 (必要事項を登録用紙に記入 )をして頂きます。

加入プラン・加入金額
タイプ Aプラン Bプラン

基本タイプ 280 円 420 円

天災タイプ
（地震・噴火・津波） 490 円 720 円

年間保険料
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ボランティア活動保険加入助成のご案内

加入にはボランティア登録が必要です！



　
今
回
は
、
お
風
呂
の
カ
ビ
撃
退
方
法
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々

な
情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
機

購
入
等
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
受
信
で
き
な
い
方
に

対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の

無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
平
成
21
年
度
に

引
き
続
き
本
年
度
も
行
い
ま
す
。

　

支
援
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が

全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
す
。

①�

生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て

い
る
世
帯

②�

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
が

市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て

い
る
世
帯

③�

社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
て
、

自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

　

な
お
、
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視

聴
で
き
る
環
境
に
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

本
支
援
の
対
象
外
で
す
。（
共
同
受
信
施
設

な
ど
で
平
成
21
年
４
月
以
降
に
地
上
デ
ジ

タ
ル
化
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
支
援
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

1 
支
援
の
内
容

　

・�
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償

で
給
付
し
ま
す
。（
テ
レ
ビ
は
給
付
し

ま
せ
ん
。）

　

・�

ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
な
場
合
は
そ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
※�

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で
購

入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど

の
清
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

2 

支
援
の
条
件

　

�　

支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送

受
信
契
約
を
結
び
、
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ

て
い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

3 

申
し
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

　
　

平
成
22
年
４
月
末
の
時
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
で
、
か

つ
平
成
21
年
度
に
支
援
の
申
込
を
し
て
い

な
い
世
帯
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
放
送
受
信
料

全
額
証
明
書
と
と
も
に
支
援
の
申
込
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
以
降
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
免
除
を
申
請
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
市

役
所
福
祉
課
（
松
山
支
所
に
あ
っ
て
は
市
民

課
）
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

下
記
の
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
す
れ
ば
申

込
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
の
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
封
筒
に
よ
り
総
務

省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申し込みなどに関する
お問い合わせ先

 • 総務省地デジチューナー
   支援実施センターナビダイヤル
　☎ 0570-03-3840
※ナビダイヤルが
　ご利用できない場合
　☎ 044-969-5425

　

お
風
呂
上
り
に
は
、
ま
ず
換
気
扇
を
回
し

て
、
水
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
室
全
体
に
か
け
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
お
風
呂
の
温
度
が
下

が
り
ま
す
の
で
、
雑
巾
や
窓
拭
き
ワ
イ
パ
ー

等
で
風
呂
全
体
の
水
滴
を
ふ
き
取
っ
て
対
策

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く

て
、
仕
上
げ
に
ク
エ
ン
酸
ス
プ
レ
ー
を
浴
室

全
体
に
ス
プ
レ
ー
し
ま
す
。

　

す
る
と
バ
イ
キ
ン
の
繁
殖
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
カ
ビ
対
策
に
効
果
的
で

す
。

　

ク
エ
ン
酸
ス
プ
レ
ー
は
、
ま
た
あ
と
で
紹

介
し
ま
す
ね
。

　

浴
室
の
床
は
、
カ
ビ
や 

ぬ
め
り
が
つ
き

や
す
い
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
湯
ア
カ
が
原
因

で
す
。
床
は
こ
れ
ら
の
せ
い
で
滑
り
や
す
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

カ
ビ
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

　

床
が
タ
イ
ル
の
場
合
は
、
お
風
呂
用
洗
剤

を
か
け
て
、
泡
が
出
る
ま
で
ブ
ラ
シ
か
ス
ポ

ン
ジ
で
こ
す
っ
て
手
入
れ
し
ま
し
ょ
う
。
し

ば
ら
く
放
置
し
て
、
水
で
十
分
洗
い
流
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
洗
っ
た
後
に
ぬ
る
ぬ
る

感
が
残
る
よ
う
で
し
た
ら
、
さ
ら
に
液
体
ク

レ
ン
ザ
ー
を
か
け
て
こ
す
り
、
水
で
十
分
洗

い
流
し
、
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
風
呂
の
フ
タ
も
カ
ビ
対
策
が
必
要
で

す
。
フ
タ
の
周
囲
に
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
が
付
い

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
（
お
湯
の
保
温
性

を
良
く
す
る
た
め
）
が
、
こ
の
パ
ッ
キ
ン
に

カ
ビ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

　

フ
タ
が
ギ
ャ
ザ
ー
に
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
凹
に
発
生
し
た
り
水
垢
が
溜
ま
り
ま
す

の
で
、
毎
回
し
っ
か
り
水
気
を
切
る
よ
う
に

し
て
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
タ
に
洗
剤
を
つ
け
、
専
用
の
ブ
ラ
シ
や

古
歯
ブ
ラ
シ
で
掃
除
し
て
、
重
ね
ず
に
風
通

し
の
よ
い
場
所
で
乾
燥
さ
せ
れ
ば
、
凹
に
カ

ビ
が
生
え
た
り
水
垢
が
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

ク
エ
ン
酸
小
さ
じ
１
杯
を
水
１
カ
ッ
プ
に

溶
か
し
て
ス
プ
レ
ー
容
器
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
は
百
円
シ
ョ
ッ
プ

等
で
売
っ
て
い
る
も
の
で
結
構
で
す
の
で
、

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
鉄
の
容
器

は
酸
で
錆
び
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ガ

ラ
ス
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
も
の
を
使
用
し
て

下
さ
い
ね
。
水
周
り
の
掃
除
後
に
こ
の
ク
エ

ン
酸
ス
プ
レ
ー
を
撒
く
と
、
カ
ビ
対
策
や
水

垢
の
予
防
に
な
り
ま
す
よ
。

■
お
風
呂
の
床
の
カ
ビ
対
策

■
お
風
呂
の
フ
タ
の
カ
ビ
対
策

■
ク
エ
ン
酸
ス
プ
レ
ー
の
作
り
方

2010. ５ ■ （6）

今
回
の
特
集
　『
カ
ビ
撃
退
法
』

よ
く
い
や
ん
せ

まっ



A. 原則、費用の1割を支払います。
介護保険のサービスを利用したら、費用はどうなりますか？Q.

　介護サービスの居宅サービス・介護予防サービスには、要介護度ごとに、月々に利用できる金額
に上限が設けられています。（下表）限度額の範囲内でサービスを利用したときは自己負担は１割
ですが、限度額を超えてサービスを利用した場合は、超えた分は全額自己負担になります。

施設サービスを利用したときは、施設サービス費の１割に加え、居住費･食費･日常生活費が自己負担となります。

　同じ月に利用したサービスの 1 割の利用者負担の合計が高額になり、ある一定額を超えたときは、超えた分が
「高額介護サービス費」として後から給付され、負担が軽くなるしくみになっています。
※給付を受けるには、申請が必要です。
※同じ世帯にサービス利用者が複数いる場合は、全員の 1 割の利用者負担を合計します。

低所得の方の負担を軽減するために、所得に応じて食費と居住費に自己負担限度額が設けられ
ています。限度額を超えた分は、「特定入所者介護サービス費」として介護保険から負担されます。

※「特定入所者介護サービス費」の給付を受けるには申請が必要です

サービスの利用限度額（１ヵ月）

自己負担の限度額（月額）

施設サービス費
の１割 居住費 食 費 自己負担日常生活費

（理美容代など）

低所得の方の負担軽減
（特定入所者介護サービス費）

１割の自己負担が高額になったとき（高額介護サービス費）

★�施設や住宅に入所して利用するサービスは、
左記の限度額に含まれません。

★�次のサービスは、左記の限度額とは別に利用
限度額が設定されています。

在宅でサービスを利用したとき

施設サービスを利用したとき

◦�特定福祉用具購入（介護予防福祉用具購入）

年間10万円＜自己負担 １万円＞
◦�居宅介護住宅改修（介護予防住宅改修）

20万円（同一住宅）＜自己負担 ２万円＞
◦�居宅療養管理指導（介護予防居宅療養管理指導）

医師・歯科医師が行う場合は１ヵ月１万円

（月２回まで）＜自己負担 1000円＞など

要介護度 利用限度額（１ヵ月） 自己負担（１割）

要支援１ ４万9700円 4970円

要支援２ 10万4000円 １万 400円

要介護１ 16万5800円 １万6580円

要介護２ 19万4800円 １万9480円

要介護３ 26万7500円 ２万6750円

要介護４ 30万6000円 ３万 600円

要介護５ 35万8300円 ３万5830円

区 分 世帯の限度額 個人の限度額

生活保護の受給者の方等 １万5000円 １万5000円

世帯全員が
市町村民税
非課税で

老齢福祉年金受給者の方 ２万4600円 １万5000円
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方等 ２万4600円 １万5000円
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超える方等 ２万4600円 ２万4600円

市町村民税課税世帯の方 ３万7200円 ３万7200円

自己負担が
大きくなったら
どうなるの…？

■ 2010. ５（7）
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次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
４
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

下
井
手
口　

津
曲
則
男　

故
く
み
子

あ
じ
さ
い
団
地　

本
村
フ
ク　

故
清
吉

川　

床　

川
上
幸
信　

故
和
夫

平　

和　

永
吉
光
晴　

故
ミ
ヤ
コ

西
弓
場
ヶ
尾　

谷
口　

明　

故
力

松　

波　

有
野
孝
志　

故
ミ
ヤ
子

馬　

場　

佐
多
秋
男　

故
速
雄

井
久
保　
永
吉
ツ
ユ
カ　

故
杉
夫

町　

原　

吉
村
文
明　

故
榮
子

東
弓
場
ヶ
尾　
深
江
ヨ
ウ
子　

故
栄
二

清　

水　

来
條
忠
夫　

故
房
子

後　

谷　
和
田
ミ
チ
コ　

故
年
男

宇　

都　
古
江
龍
太
郎　

故
孝
太
郎

中　

宮　

東
山
テ
ル　

故
茂

関
屋
団
地　

和
田
征
子　

故
隆
志

六
月
坂　

児
玉
行
雄　

故
清
行

町　

原　

栗
巣
麗
子　

故
隆
志

昭　

和　

藤
分
ミ
チ　

故
光
夫

宇　

都　

竹
下　

勇　

故
初
子

南
下
町　

横
山
早
苗　

故
嘉
根

天　

神　
山
中
ト
ミ
子　

故
輝
雄

清　

水　

冨
山
代
藏　

故
ナ
ス
ヨ

　

懐　
　

懐
フ
ル
子　

故
功

上
昭
和　

山
下
一
博　

故
義
雄

南
大
原　
海
江
田
ヒ
サ
エ　

故
英
次

西
夏
井　

盛
田
一
弘　

故
ミ
ヤ
子

金　

屋　

新　

雄
二　

故
シ
ヅ
エ

柳
井
谷　
西
山
祥
一
郎　

故
ス
ミ

平　

城　
千
代
留
隼
男　

故
宏

朝
日
町　
今
森
九
州
男　

故
美
智
子

下
宮
内　

島
本
秀
清　

故
カ
ス
ミ

鹿
屋
市　
森
田
し
い
子　

故
馬
場
ハ
ツ
ミ

田
吹
野　

藤
迫
タ
エ　

故
政
信

若
浜
西　
竹
田
み
つ
子　

故
ミ
ユ
キ

外
之
牧　
宇
都
ハ
ル
コ　

故
芳
光

大
川
内　

福
留
良
美　

故
チ
ミ
子

一
丁
田　
加
世
田
ト
シ　

故
正
人

丸　

岡　

丸
﨑
ア
キ　

故
孝
雄

野
井
倉　

小
山
文
雄　

故
サ
エ

茗
ヶ
谷　

桑
谷
信
義　

故
フ
ジ

押
切
東　
曽
原
ち
づ
子　

故
田
中
ミ
ヤ
子

上
普
現
堂　

小
林
常
昭　

故
エ
チ

西
山
之
口　

濱
田
チ
ミ　

故
三
郎

野
井
倉　

吉
田
ノ
シ　

故
一
郎

薩
摩
川
内
市　

杣
山
章
弘　

故
チ
ド
リ

久
木
迫　
村
久
木
正
子　

故
坂
下
キ
ヨ
子

伊
﨑
田
鍋　

鍋
山
國
男　

故
ミ
サ

中
吉
村　

吉
岡
光
子　

故
凉
男

通　

山　
長
谷
場
良
江　

故
フ
ク
エ

中
方
限　

原
田
忠
光　

故
ツ
ル

東
大
久
保　
松
尾
幸
一
郎　

故
サ
チ　

西
山
之
口　

大
口　

勉　

故
久
子

下　

原　

川
原
利
郎　

故
ス
ミ
子

野
井
倉　

堅
山
和
弥　

故
た
よ
子

野
神
鍋　

抜
迫
久
男　

故
ナ
ラ
エ

草　

野　

草
尾
重
利　

故
ナ
ミ

岩　

屋　

引
地
辰
哉　

故
清
水
春
巳

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
平
成
二
十
一
年
度

有
明
中
学
校
卒
業
生
一
同

５
，
９
３
８
円

・
通
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａプル

タ
ブ
80
㎏

※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。

心配ごとがありましたら…
相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

６月 ･７月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00

有
明
地
区

　

去
る
12
月
19
日
に
、
鹿

児
島
県
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
よ
り
志
布
志
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
福
祉
車
両
贈
呈

式
が
関
係
各
位
が
参
集
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

す
、
県
協
会
主
催
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い
て

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
さ
れ
た

参
加
者
が
百
円
ず
つ
募
金
さ

れ
ま
し
て
、
集
ま
っ
た
募
金

で
毎
年
、
県
内
各
社
会
福

祉
協
議
会
へ
車
両
贈
呈
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年

か
ら
毎
年
２
～
３
台
ず
つ
贈

呈
さ
れ
ま
し
て
、
今
回
で
16

台
目
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
車
両
は
趣
旨
に
添
い
ま
し

て「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
号
」

の
名
称
で
市
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

「
福
祉
車
両
」
贈
呈
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協会役員・関係者で記念撮影


